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本報告の内容

【支援システムのイメージ】

★経営計画支援システムをイメージで捉える

＊どんなものなのか、皆さん既に知っている！

★実際の使用場面を確認してみる

分析あれこれ

全体像の把握

＊使用場面のイメージを掴み、どう使うか思いをめぐらせる

【研究の意図】

★なぜ作成（試作）したのか？

★どんなシステムを目指したか？



なぜ農業経営計画支援システムを作成したか？

１．内的環境変化

１）農家の高齢化

２）所得の減尐

２．外的環境変化

１）右肩下がりの農産物

価格

２）資材・重油の高騰

３）農業施策の変化

３．既存支援ソフトの問題点

１）指導者向けのソフト
良いソフトが多いが・・ 分かりにくい

課 題

有効なはずだが？



経営部門に課せられた課題

• 目指した方向性

– 簡単で分かりやすいソフト

– 農家が自分で使用できるソフト

– 農家や法人の意向を反映させることができるソフト

縮小計画や拡大計画、そして農家ごとの
意向を反映させた経営計画の作成をどう
支援していくか！

•モデルの提示では限界！

•主体はあくまで農家自身！



はじめに！
経営計画のイメージを思い描いてくださ
い！

• 皆、何かしらの経営計画に触れている。

（普及部の講習会、補助事業の導入時etc）

何を、どのような組み合わせで、所得・労働時間はどれくらい

（表やグラフで表示したもの）

• 本ソフトも、そのイメージと同じものです！



それでは
思い描いたイメージと同じであることを確認
してみましょう

①基本シート

②作目組合せシート

③計算・結果表示シート

【分析の手順】



例えば、こんな条件で考えて見ました！

島根型養液栽培トマト、メロンの

調査データ用いて・・・・

【前提条件】

・労働力2人（1日8時間労働、週1日休み）

・経営面積２０a（春作２０a、秋作２０a）

どんな答えを求めるか？

最も所得が高くなる作付け(作目組合せ）



基本シート



１月 37.3 21.1
２月 54.5 1.0 16.5
３月 85.6 53.9
４月 104.7 124.6
５月 158.1 41.4
６月 143.0 10.2 58.8
７月 62.9 50.1 9.5
８月 58.7 95.5
９月 143.0 95.0

１０月 109.0 62.0
１１月 100.0 12.0
１２月 20.5 45.4
Total 666.6 538.5 295.2 274.0

作目組合せシート



データ一覧シート



計算シート

線形計画法で

自動計算！



結果表示シート
個別２０aの最適解

所得は

450万円

ﾄﾏﾄのみの組合せ

春作：20a

秋作：20a



前述データを用いて
いろいろな分析をやってみると・・・

【分析１】

10a当たりの労働時間を2倍にして計算してみる

【分析２】 もう高齢なので、楽に農業をやりたい・・・

1日当たりの労働時間を半分に・・・（1日4時間労働）

10a当たりの労働時間を×1.5倍 雇用も導入

【分析３】 農外企業、集落営農法人での導入を想定

経営面積の拡大１ha（春作１ha、秋作１ha）

専従者2名（2人で年間600万円）＋雇用（時給1,000円）

10a当たりの労働時間×1.5倍



【分析１】労働時間２倍

半促成メロン
を選択

所得は

310万円

労働時間２倍

春作：18.7a

秋作：14.9a



【分析２】1日4時間労働、労働時間1.5倍

所得は

180万円

春作：12.5a

秋作：9.9a

1日４時間、労働時間1.5倍



【分析２】だったら、１０aに面積を縮小したら

所得は

216万円

春作：10a

秋作：9.9a

1日４時間、労働時間1.5倍



【分析２】1日4時間労働、労働時間1.5倍 ＋雇用

雇用労賃時給
1,000円を払っ
ても、所得330

万になった

1日4時間、労働時間1.5倍＋雇用

春作：20a

秋作：20a



【分析３】面積拡大、専従者＋雇用
専従者600万

雇用1,000/ｈｒ

を払って所得が

400万円

春作：１ha

秋作：１ha



パソコンで実演してみましょう！
U・Iターンの事例を考えて見ます

【分析１】 前述データ（島根型養液メロン・ﾄﾏﾄ）

農業のみ（労働時間1.5倍、1日8時間、週1休）

【分析２】 妻がJAでパートをしたら・・・

時給800円、1ヶ月100時間（年間1,200時間）

農業だけで食べていくのは不安かも・・・

【前提条件】

労働力2人（夫婦だけで農業がやりたい）



分析１ 分析２

家族労働力2人
1日8時間
週1日休み
経営面積20a

左の基本条件
＋
妻が月100時間
パート労働
(時給800円）

  粗　収　益 9,495,909 8,385,085
  変　動　費 4,213,166 3,249,968
    うち雇用労働費 0 0
  固　定　費 950,282 950,282
　　うち地代 0 0
  所得（最適解） 4,332,461 4,184,834

作目名 最適面積(a） 最適面積(a）

半促成トマト 17.2 10.6
抑制トマト 19.8 15.2
半促成メロン 2.8 8.5
抑制メロン 0.0 0.0
副業 0.0 10.0

春作、秋作ともに

ほぼ20aの作付

けになりました。

春作：19.1a

秋作：15.2a

所得は－15万円

分析２　農業＋副業（妻がパート労働）

半促成トマト

抑制トマト
半促成メロン

副業
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分析１　農業のみ

半促成トマト
抑制トマト

半促成メロン
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実演結果をまとめてみました



現状分析・経営計画作成

基本シート

作目組合せシート

計算シート

データ一覧シート

結果表示シート
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直接入力(各農家データ）

これまでのおさらい
経営計画支援システムの全体像

１．経営の現状分析

２．最適解とその作付
け体系把握

３．新規作目の導入
効果

４．規模拡大、雇用導
入の採算性



１．経営の現状分析

２．最適解とその作付け体系把握

(所得最大）

３．新規作目の導入効果

４．規模拡大、雇用導入の採算性

このシステムで出来ること

独自の改良等を加えていろいろな場面で

使用していただけたら幸いです。


